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　　This study analyzes the educational outcomes and challenges of the first-year founda-
tion seminar in college of education, Kyoei University. This mandatory seminar is divided 
into three blocks. One of them is ‶Activity block," which aims to provide opportunities 
for new students to acquire necessary skills and knowledge to succeed in university educa-
tion utilizing cooperative inquiry-based learning approach. This study analyzes the records 
of the Activity Block curriculum in 2013 and 2014 and the data collected through ques-
tionnaires in 2014. The results showed relationships between the quality of group interac-
tions and the quality of individual learning. It is assumed that the faculty could consider 
more tactful interventions into interactions within and among groups. In addition, the stu-
dents with less sense of belonging and less anxiety tended to dropout at early stages. Po-
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3 5/25 グループ分け（4～ 5名× 9グループ）






10 7/13 グループ発表 1～ 3班
11 7/20 グループ発表 4～ 6班

















































　　　　   11/3　　  学園祭準備（会場作り・装飾、ポスター掲示等）










月日 12/19 1/9 1/16
内容 個人発表


















































　2014年度の基礎演習は 2013年と同様に 2領域の学習が行われ、「活動の時間」は 2013
年に準じて実施されている（2014年 11月現在）。「活動の時間」の担当教員は筆者ら 4名
（2013年度と同じ教員）で、4つの教室で同時展開されている。グループ発表の大テーマ











































































































































年度の受講生は 133名（男性 86名、女性 47名）で、2014年度は 136名（男性 87名、
女性 49名）であった。しかし調査当日に欠席した学生は、両年度を合わせると 13名で









































































93.61％（SD ＝ 8.94）である。両群の授業出席率に対して t 検定を行ってみると、0.1％












































































































時に出現した回答数を Text Analysis for Surveysを用いて調べ、連関の強いカテゴリーの
ペアを探した。特に連関が強かったのは、「グループと発表」、「グループと資料」のそれぞ
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  3　 Faculty Development（大学教育の質的な向上などを目的とした活動・取組）の略。
その定義・内容は、次のようになっている。















　　 　狭義の FDは主に諸機能の中の教育に焦点を合わせる。…教育に関する FDは
総論的には教育の規範構造、内容（専門教育と教養教育）、カリキュラム、技術
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であったのに対して、不適応群は 11.50（SD ＝ 4.35）であり、t 検定では 1％水準の
有意差が認められた（ t（249）=3.55, p<.01）。大学に対する所属感の欠如が、休退
学や出席率の低下に強く関連すると考えられる。さらに、各項目それぞれについて
不適応群と適応群とで比較（t 検定）を行うと、項目 5、項目 7、項目 13、項目 15、
項目 17の 5つに有意差が認められた。したがって、これらの項目は休退学や低出席
率の予測に有効であると考えられる。1年生の大学不適応が顕在化するのは 1年生の
夏休み以降であるので、これらの項目の有効性については 2014年度の後期授業が終
了した後に、さらに検討する必要があるといえる。
13　 出口拓彦・吉田俊和（2005）．大学の授業における私語の頻度と規範意識・個人特性
の関連：大学生活への適応という観点からの検討　社会心理学研究，21（2），160-
169.
